
  

 

 

としょかんだより 

2024年 秋号 

カメリアステージ 

図書館カレンダー 

 

開館時間：10：00～20：00   

休館日：火曜日・毎月最終水曜日 

特別整理期間 10/3～10/8 
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１１ 

 

図書館からのお知らせ 

イベントのお知らせ！  

 

■『せかいの国をもっと知ろう！ 

～いろんな国の給食のヒミツ～』 
  

日時：令和６年１０月２７日(日) 

    １１：００～１２：００ 

場所：カメリアステージ図書館 親子読書室 

対象：小学１～４年生 

定員：１０名(要申込) 

  

 

■『おとなの紙あそび 

～お正月に向けてぽち袋を作る～』 
  

日時：令和６年１２月１日(日) 

    １０：３０～１２：００ 

場所：カメリアステージ図書館 多目的室 

対象：高校生以上 

定員：１０名（要申込） 

 
＊ほかにも各種イベントを計画中です。 

詳細につきましては、各イベントのチラシをご確認 

ください。 

館内資料総点検のため、休館いたします 

 

 

 

 

上記期間中、臨時休館いたします。皆様にはご迷惑をお掛けいたし

ますが、何卒ご理解の程、お願い申し上げます。 

なお、この期間のご返却は「本のポスト」をご利用ください。 

（CD・DVD などの視聴覚資料、CD の入った図書はご利用できませ

ん。１０月９日（水）以降にカウンターでご返却いただきますよう

よろしくお願いいたします。） 

○１階のカフェ、歴史資料館は通常通りご利用いただけますが、歴

史資料室のパソコンを使った資料検索はできません。 

○新聞は、当日を含めた過去１ヶ月分の閲覧はできますが、雑誌の

最新号・マンガの閲覧はご利用いただけません。 

○１０月２日（水）が休館前の図書館最終開館日となります。 

詳細はホームページ、館内掲示にてお知らせいたします。 

期間：令和 6年 10月 3日(木)～令和 6年 10月 8日(火) 

 

気になる本、気になる本棚 

ふわふわ ふくふく  

ふっくら ほわほわ 

ぷるぷる もこもこ… 

あなたはどんなまくらで寝て 

みたい？ 

読んでいると、やわらかくて 

やさしいものに包まれている 

ような気分になれる絵本です。 

 

『おやすみまくら』 

斉藤 倫∥文  

うきまる∥文 

牧野 千穂∥絵 

小学館 E/ｵ 

『映画館を再生しま

す。小倉昭和館、火

災から復活までの

477 日』 

樋口 智巳∥著 

文藝春秋 778.0/ﾋ 

【一般書】 

【児童書】 

【ヤングの本棚】 

【ビジネスの本棚】 

■部活×本■ 

 

■起業・副業にチャレンジ！■ 
 この秋のビジネスの本棚は、起業し

たい人や、副業をやってみたい人を

応援するための本を集めました。 

仕事に対する意識や価値観が変化

し、リモートワークが普及したこと

によって、私たちの働き方は多様化

しました。副業を始める人や、起業

する人も増えています。 

あなたの背中を押してくれる本が、

待っているかも…！？ 

スポーツの秋！芸術の秋！ 

部活動をしているあなたも、して

いないあなたも本を通して部活体

験してみませんか？ 

部活ならではの心の動きやふれあ

いに「あるある…」と感じたり、

胸が熱くなったり。 

今まで知らなかった部にも出会え

るかもしれません。 
『部長会議はじまります』 

吉野 万理子∥作 

朝日学生新聞社  

K913.6/ヨ 

『起業のツボとコツが 

ゼッタイにわかる本』  

西條 由貴男∥著 

秀和システム 335/サ 

 

「もうだめ、うちが燃えてる」

―火災で社屋を焼失した小倉昭

和館。 

炎に包まれる建物を為す術なく

見つめていた館主が、周囲の力

を借りて映画館を再建していく

お話です。 

館主自身の飾らない言葉で綴ら

れた本文は読みやすく、赤裸々

な感情が伝わってきます。 

 


